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五
：因 
>

>

:■■

ぃ

「

ず

を
:<
>
.猶

題

は

私0:
新

丄

：
^

均
衡
狀
、̂
:國
：の
犛
职
高
ぬ
お
け
名
變
化
を

',
'■舎
_

、:'

:̂,國
內
寵
_
よ
り
輸
^

*

.

:

<
0:
資
源
の
：單
众
る
タ
フ
匕
を
も
た

ら
し
た
に
す
言
な
い
と
い
ぅ
考
え
方
で
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
輸
入
®
吏
出

ム
賴
加
ゼ
同
額
の
國
內
品
支
出
の
滅
少
ニ
酉

^

^

を
：：み
、
一
そ
の
結
果
、
た

と

：

■:
:
:え
轍
出
生
產
がl
:

'

s滞
婚
抓
し
：て

〜

：
他
方
に
國
內
坐
產
が
同
額
だ
け

減
少
せ
し
め
ら
れ
た
と
す
る
。

メ
ッ
ツ
ラ

I

は

し

か

し

こ

の

點

を

批

判

し
、
'.新
し
い
均
衡
時
に
お
い
て
交

/,
1

件

は
13

國
に
右
利
に
變
化
し
、
右

め
よ
‘ぅ
な
簏
出
高
不
變
は
坐
じ
得
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
た
め
に

]3

國
の

:
產
出
高
は
國
內
贫
出

Q

ョ減少をもたらす可能性があると

‘い
ぅ
の
で
あ
る
。
勿
論
彼
の
批
判
の
對
象
と
す
る
か
く
の
如
き
见
解
は
多

く
の
文
献
に
も
散
见
し
得
る
と

.
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
さ
き
に
か
か
げ
た
乙

•

C
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I
-
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'
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,
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ミ

ン

ト

の_
:-1
^

的̂

攬

亂

の

國

內

的

調

整

」

：
は

勿

論

の-と
、
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•

.
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c
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か
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て
な
れ
よ3

す
る
固
矩
爲
替
相
場
と
；

^

爲
_

場
.の
對
比
は4
 

は
や
明
自
で
ふ
る
？
前
潜
に
あ

.

.っ
'て
ほ
、
：
外
國
よ
々
の
：產
出
'高
水
準
に
對 

す
る
波
及
經
路
は
交
名
條
件
ぉ
贸
易
差
額
の

1
1
.っ

で

あ

り''
'

後

者

に

あ

っ 

て

は
.1
1

潢
の
效
果
の.み
ヤ
>.

る
が
故
に
、「

一：
國
の
產
出
高
姑
外
剧
の
景 

氣
循
環
か
ら
著
し
く
隔
離
さ
れ
：
：
：
そ
の
依
存
は
間
接
的
と
处
り
か
づ
弱 

■■
:
:1'
'
1_
,

こ
も
が
認'め
ら
抝
る
。.し
か
し
、.た
^

え
貿
易
差
額
の
變
動
^

：

縮
. 

:
:爲
替
相
場.下
に
お
い
て
除
去
為
れ
祀
と
し
て

.も
、
交
易
條
件

の

變

勸

が
ー
• 

:

層
重
要
な
效
果
を
も
：つ
も
の

.で
あ
る
こ
と
は
記
憶
さ
る
ベ
き
で
‘
る

。 
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 op. 

c
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t
.

、
、
、
：
ヴ
ト
の

..則
題
，は
國
際
收
友
擅
亂
に
對
し
て
均
衡
间
復
の
た
_办
.に
ど 

.

.

.
の
よ
ぅ
.な
國
內
調
|
が

禽
'^
か

を

檢

則

ず

，
る

.こ
と

で

あ.リ
、
ー
.
.
.
固

定

爲 

替
相
場
と
_
縮
爲
替
相
場
を
と.の
.！
か
£>
對
比
す
る
こ
_と
，で
あ
令
。
. 

特
に
國
內
調
整
に
；は
資
源
：と
消
，費
：の
シ

フ

ト

、を
.必
耍
修
件
とし
、

兩 

■

制
度
と
も
、
國
襟
商
品
の
庳
出
高
が
國
內
品
の
そ
れ
.と
逆
.に
增
減
す
'

る
姿
を
#
こ
.ぅ
と
ホ
令
も
の
で
、
右
'
,の

レ

.
フ

ド

だ
け
を
敫
果
分
析
に.
. 

と
”
あ
げ
て
い
る
0
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.以
；

4

の
}̂

締
爲
替
相
場
と
交
展
條
件
の
問
題
は
、
更

^
ー
層
新
し
，い
政
.
.

, 

'
策
的
な
問
題
に
迎
な
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
な
，け
れ
ば
な
；ら
な
い
。
卽

.

'

ち

交

渴

條

件

の

變

化

が

老

ら

す

で

あ

ろ

ぅ

掴

內

的

效

采

か

ら

：

.
逆

に

國
'

1
内
均
衡
維
捋
の
た
め
に
交
凝
條
件
ゼ
變
化
せ
し
ぢ
ゐ
よ
ぅ
な
爲
替
相
場
調

；
.
 

:

禁
が
實
際
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

°.だ
と
え
.ば
、
11
-
.:
が

‘
ク
.ロ
；.

一
‘

ッ

の

*

ブ..

^
五
.
S
に
お
け
る
ス
タ丨
.；
リ

^

:

知

の

如

く'
，彼
の
ご
の.生
張
.の

獲

ば

、
..六
乂
易
條
件
の
有
利
化
が
ィ 

レ

抑

層

來

没

消

沈

る

と
.み
る
と
$

ろ
；に&:
り
'
乂

賺

動

亂

後

：の
英
國
め
，
：
.

.

.fe
'e
敬
情
が
ち
-ス
メ
ー
：-!
;
:
vグ
里
に
よ
つ
'て

瑟

條

件

を

有

避

し

て
. 

右
の
效
來
を
求
め
よ
ぅ
と
す
る
も
の.で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
問
堪
は
^
货 

:め
對
外
價
_
別
上
>.
|
;嘗

^

^
利
化
-4
:
ィ
>
フ
1>
抑

制

繁

の

ー|つ
：
の.
.
.

•

伸
縮
爲
#
相

場

と

交

易

條

件.

•

へ
.
環
節
：を
い
か
に
考
克
る
か
に
あ
る
。

㈣

に
第
一
の
環®

通
貨
の
對
外©

.

_ 

.
値

别

上

.
土

父

易

观

作

有

利

化

に

つ

い

て

は

、

數
多
く
の
論
議
が
行
わ
れ
て 

:

來
た
と
こ
ろ
で
あ
る
，

^

，
な

か

で

も

？

ヒ
ン
、

V

ョ
、
ゥ

の

反

論

は

注

目

に
 

.

値
い
す
る̂

の
で
あ
つ
た
プ
彼
は
ハ
ロ
ッ
ド
の
ょ
ぅ
众
ど
の
關
係
へ
の
過

. 

大
評
潰
をい
ま

し

め
、
對

外

償

値

引

上

が

交

易

條

件

を
！
！

續

的

に

改
# ■

>

し

、

.

引
下
が
こ
れ
を
惡
化
す
る
と
み
な
す
の
は
ゝ
古
典
的
介
分
析
に
す
ぎ
ず
、 

,
;
_

「

注
意
深
い
理
論
分
析
や
統
計
調
査
，を

(

胸
<3

、|_
.
へ
と
い
ぅ
の
で
あ
る
。
し
か 

:

し
て
、
小
國
の
場
合
と
大
國
の
場
合
と
の
差
異
を
强
調
し
、
：
前
者
に
あ
つ 

.
，
て

は

、

爲

替

相

場

の

.一.
方
的
變
化
は
そ.の

國

の

交

齒

件

に

對

し

て

、
：

こ 

■'

:.れ
が
ど
れ
が
外
國
通
貨
の
タ
ー
ム
で
の
輸
入
償
格
に
わ
ず
か
し
か
影
響
を 

V 

,與

え

石

た

：
め

、
：
重

要

な

效

果

を

.も
ち
得
ず
、
後
者
の
場
合
に
は
こ
の
ま
ぎ 

:

'

反
對
の
傾
向
に
あ
る
.が
、
.米
國
の
如
く
輸
出
が
大
き
く
轍
入
需
要
が
小
で 

あ
.る

ct
-
ぅ
,̂
國

で

ゆ

交

甚

條

件

は

さ

ほ

ど

影

響

さ

れ

ぬ

と

し

そ

の

變

動

も
 

一.時
的
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

.更
に
現
實
に.お
い
て
、

'一
九
四
八
年
英
國 

.-
,
'
.':

が
平
價
切
下
を
行
づ
：た
折
>
た
し
か.に
同
國
の
交
易
條
件
は
惡
化
し
た
が

'

■

事
賢
上
反
對
の■現
象
を
生
む
べ
き
米
國
が
、
朝
鮮
動
胤
以
前
に
、
.
同
じ
ょ 

ぅ
に
交
易
條
件
が
惡
化
^

た
こ
^

を
と
り
あ
げ
て
、

一
.義
的
な
關
係
を
否 

■:
.

定

す
'.
^

に
至
つ'
て
い
る
。
勿
論
か
か
る
ヒ
シ
シ
ョ
ヴ
の
反
論
や
阏
證
を
、

.
■■
'
.
:
わ
.れ
わ
れ
は
そ
の
ま
ま
受
取
る
と
と
政
危
險
で
あ
：る
か
も
知
れ
な
い
。
し 

:

-'
'

/

か
七
、
0
办
ザ
事
實
で
あ
る
：以
上
：
ど

：れ
に
猶
す
る
理
論
的
說
明
が
必
耍 

“
で
あ
.る
.こ
と
も
當
然
で

：

あ
ろ
'
%
と
り
あ
^

ら
れ
た
例
證
は
親
實
の
米
茱

.

，雨
國
の
交
屆
條
件
で
あ
つ
て
、
彼
に
ょ
れ
ば

"

雨
國
は
製
繁
輸
出
；
原 

/

料
貼
輸
入
に
お
い
て
~世
毋
を
支
配
し
、
從
つ
て
、
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界
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時
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1田
：擧

脅

雑

難

：
'
.
.
第

职

^

ハ.

^

有
利
に
、
今
次
大
戰
後
に
.は
不
利
に
變
_

し
て
い
る
の
は
懲
く
に
た
ら
ぬ 

丫
.

え̂
で
あ
'̂
.
ド
.ル
-
~ス
ダ
；丨
ル
：ン
^

相
揭
の
變
動
：に

ょ'0
:て
茫
易
條
件
：
 

_.

が

影

響

さ

れ

る

と

が

ぅ

篇

觅

を

論

證

來

な

い

と

い

ぅ

の

で

紐

穿

特

に

：
 

,

3:
-業
國
.の
.廣
;̂
條
件
の
戰
後
に.お
：忖

る
-»
1
1
1
|
化
：や
原
料
國
の
そ
れ
の
改
善
は

. 

爲
替
相
.場
と
多
X

I
無
關
係
免
あ
旮
こ
と
か
ら
ス
爲
替
相
場
謝
氣
に
上
る 

と
こ
ろ
の
交
易
條
件0.人
爲
的
改
善
、
：
ぴ
い
孓
は
ぞ
0.
ィ
少
；.フ
レ
.抑
制
效( 

；

,
课

淦

疑

ぅ

の

で

あ

_

。

-:
こ
.れ

に

隞

し

て

最

近

'ヒ

シ

シ

：
ョ
へ
ゥ
：
：
が

11
單
な
論 

■■

評
を
試
が
て
は
い
る
が
、

亡
の
間
題
：は
、

.單

に

通

貨

の

對

外

歡

引

上
^

:

交

易
-̂

件
改
善—>.

國

內

景

氣

調

釔
(

ィ
ン
フ
：レ
.
抑
溯)

と
1>
5

ハ
..

: ロ
ッ
ド
へ. 

“
•:
,
の

糧

に

對

す

る

檢

對

の

餘

池

を

栺

_

す
る
%'
0-
.に

と

ぼ

ま

る

ま

い

：
。
.
同
 

様
の
こ
が
が
ノ
ー
メ
ッ
ッ
ラ
ー
の
伸
縮

^

場

め

效

课

分

析

に

，
つ

.い

て

.
も 

い
え
る
で
あ
ろ
ぅ
。
卽
.ち
1

一
そ
こ.に
お
け
る
結
論
は
、

.

.：
六
儿
為
條
件
の

_

{
動
. 

を
通
ず
る
產
出
高
水
解
.へ
の
.影
響
が
伸
縮
爲
替
相
場
に
.つ
1>

て
も
生
ず
る. 

と
ル
.ぅ
可
能
性
を
も
つ
：こ
ど
で
あ
つ
た
が
、

;'
.
*戸
リ
：積
極
的
呤
は
所
謂
貨
幣

' 

.

的
調
整
の
限
界
が
こ
の
點
か
ら
も
明
示
さ
る
べ
き
で
あ
つ
太

.の
ず
'ある
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